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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。
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「
登
米
市
結
婚
活
動
支
援
事
業
」

の
受
託
事
業
者
を
、公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
募
集
し
ま
す
。

❶
自
分
磨
き
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
❷
独
身
男
女
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
❸
企
業
間
交
流

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
❹
結
婚
相
談
お

よ
び
啓
発
活
動
の
実
施

契
約
締
結
日
〜

令
和
３
年
３
月
31
日

市
内
に
本
社
、ま
た

は
事
業
所
が
あ
り
、委
託
業
務
を

効
率
的
に
実
施
で
き
る
民
間
企
業

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

提
出
さ
れ
た
企
画
提

案
書
に
よ
り
、審
査
委
員
会
で
受

託
事
業
者
を
決
定
し
ま
す４

月
15
日

（
水
）午
後
５
時公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
に
関
す
る
経
費
な
ど
は
、応
募

者
の
負
担
に
な
り
ま
す

※
業
務
に
関
す
る
仕
様
書
、応
募

要
件
、企
画
提
案
書
な
ど
、詳
し
く

は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い企

画
部

市
民
協
働
課（
地
域
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

死shim
inkyodo@

city.tom
e.

m
iyagi.jp

も
、積
極
的
に
観
音
寺
セ
リ
を
生

産
す
る
意
欲
の
あ
る
人
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
４
月
〜
令
和
３

年
２
月
の
間
５
回
程
度

迫
町
北
方
南
観
音
寺
地
内

の
セ
リ
田セ

リ
田
の
準
備
や
種
ゼ
リ

の
定
植
、収
穫
な
ど
、実
際
に
セ
リ

田
を
使
い
作
業
を
し
な
が
ら
、生

産
者
か
ら
栽
培
方
法
を
学
ぶ

10
人
程
度

無
料

長
靴
ま
た
は
胴

長
、雨
が
っ
ぱ
な
ど

氏
名
、住
所
、電
話

番
号
、生
年
月
日
を
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
提
出

４
月
10
日（
金
）産

業
経

済
部
産
業
連
携
推
進
課（
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
９

０
２
２
０（
３
４
）２
８
０
２

登
米
公
民
館（
大
集
会
室
）

◉▼
兼
題
＝
当
季
雑
詠
未
発
表
句
３

句
１
組（
１
人
何
組
で
も
可
）▼
応

募
方
法
＝
指
定
用
紙
ま
た
は
原
稿

用
紙
に
住
所･
氏
名･
年
齢･

電
話

番
号･

俳
号
・
当
日
の
出
欠
を
明
記

し
、実
行
委
員
会
ま
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。氏
名
や
読
み
づ
ら
い

文
字
に
は
ふ
り
が
な
を
付
け
て
く

だ
さ
い
▼
応
募
期
限
＝
５
月
22
日

（
金
）当
日
消
印
有
効
▼
投
句
料
＝

１
組
千
円（
現
金
書
留
・
小
為
替
）

／
作
品
集
を
投
句
者
全
員
に
配
付

し
ま
す

◉▼
席
題
＝
午
前
９
時
に
会
場
で
発

表（
１
人
２
句
ま
で
）▼
投
句
時
間

＝
午
前
11
時
ま
で
▼
投
句
料（
２

句
１
組
）＝
千
円

登
米
芭

蕉
祭
俳
句
大
会
実
行
委
員
会（
登

米
総
合
支
所
内
）〒
９
８
７
―

０
７
０
２
／
登
米
市
登
米
町
寺
池

沼
80

☎
０
２
２
５（
９
４
）９
８
５
１

　

令
和
２
年
度
の
東
和
陶
芸
教
室

を
開
講
し
ま
す
。市
内
在
住
者
で

あ
れ
ば
、ど
な
た
で
も
応
募
で
き

ま
す
。初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

５
〜
10
月（
開
講
式
は
５

月
12
日（
火
））

毎
週
火
曜
／
午
前
９
時

〜
午
後
２
時（
初
回
は
５
月
12
日

（
火
））

毎
週
水
・
土
曜
／
午
後

７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分（
初

回
は
５
月
13
日（
水
））

※
夜
の
部
の
場
合
、初
心
者
は
水

曜
日
の
受
講
に
な
り
ま
す

東
和
町
陶
芸
場

７
千
円（
材
料
費
含
む
）

４
月
６
日（
月
）東

和
教

育
事
務
所

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
１
１
１

０
２
２
０（
５
３
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４

　

本
市
の
伝
統
野
菜「
観
音
寺
セ

リ
」の
担
い
手
の
確
保
と
生
産
量

を
拡
大
す
る
た
め
、栽
培
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。講
習
会
終
了
後

履
歴
書（
写
真
貼
付
）

を
国
土
交
通
省
北
上
川
下
流
河
川

事
務
所
ま
で
送
付

５
月
15
日（
金
）必
着

国
土

交
通
省
北
上
川
下
流
河
川
事
務

所（
占
用
調
整
課
）〒
９
８
６
―

０
８
６
１
／
石
巻
市
蛇
田
字
新
下

４
月
24
日（
金
）午
後
６
時

〜
７
時（
午
後
５
時
30
分
開
場
）

登
米
懐
古
館（
土
間
ホ
ー

ル
）

「
歌
枕
の
国 

み
ち
の
く
の

成
立
」▼
講
師
／
伊
達
宗む

ね

弘ひ
ろ

氏

無
料（
常
設
・
企
画
展
示

室
へ
の
入
室
は
不
可
）

30
人（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

登
米

懐
古
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
７
８

６
月
28
日（
日
）午
前
９
時
〜

目
子
待
井
３
８
１
―
１

☎
０
２
２
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５
２
）５
０
５
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０
２
２
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５
２
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１
８

　

次
代
を
担
う
国
際
感
覚
豊
か
な

青
少
年
育
成
を
目
的
に
、青
少
年

海
外
派
遣
事
業
参
加
団
員
を
募
集

し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国（
テ

キ
サ
ス
州
サ
ウ
ス
レ
イ
ク
市
）

８
日
間（
10
月
下
旬

予
定
）

市
内
在
住
の

中
学
２
年
生
〜
高
校
３
年
生
８
人

１
人
10
万
円

❶
青
少
年
海
外
派
遣

事
業
参
加
申
込
書
❷
作
文（
テ
ー

マ
指
定
・
１
６
０
０
字
以
内
）を
実

行
委
員
会
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い

４
月
24
日（
金
）必
着

※
派
遣
団
員
は
、作
文
お
よ
び
面

接
審
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。詳

し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
市
内
各
中
学
校
、高
校
に

配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い

登
米
市

青
少
年
国
際
交
流
事
業
実
行
委
員

会（
登
米
市
国
際
交
流
協
会
内
）

〒
９
８
７
―
０
７
０
２
／
登
米
市

登
米
町
寺
池
目
子
待
井
３
８
１
―

１☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
４
４

北
上
川（
柳
津
大
橋

か
ら
二
股
橋
ま
で
）の
沿
川
に
在

住
し
て
い
る
人
で
、河
川
に
接
す

る
機
会
が
多
く
、河
川
愛
護
に
関

心
の
あ
る
20
歳
以
上
で
健
康
な
人

▼
日
常
生
活
で
知
り

得
た
河
川
に
関
す
る
情
報
提
供
▼

河
川
に
関
す
る
地
域
要
望
を
河
川

管
理
者
に
連
絡
▼
地
域
住
民
へ
の

河
川
愛
護
思
想
の
普
及
啓
発
な
ど

１
人（
応
募
多
数
の

場
合
は
、書
類
選
考
で
決
定
）

令
和
２
年
７
月
１
日
〜
令

和
３
年
６
月
30
日

【

月
額
４
５
０
０
円
程
度

　　　　　　☎

▶


